
 

  

 

 

報道関係者各位 

 

 

令和８年お正月飾り「武田流門松」を県庁正面玄関に設置します 
 

山梨県では、緑を取り入れた文化を伝承し、次代に引き継ぐ緑づくりを推進することを目

的に、本県に古くから伝わる「武田流門松」を、年末年始の期間中、県庁本館及び議事堂玄

関前に飾ります。また、設置にあわせて設置式典を執り行います。 

報道機関の皆様におかれましては、ぜひ設置の様子をご取材いただき、広くご周知くださ

いますようお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 武田流門松制作・寄贈 

 山梨県造園建設業協同組合 

 

２ 設置期間 

令和７年１２月２５日（木）から令和８年１月９日（金） 

まで 

 

３ 場所 

 県庁本館玄関前及び議事堂正面玄関前 

 

４ 武田流門松設置式について 

開催日時：令和７年１２月２５日（木） 

１０時００分～１０時１５分  

※９時４５分～ 門松搬入 

場  所：県庁本館玄関前 

 内 容：寄贈者挨拶、副知事挨拶、門松への梅の木差し込み、 

記念撮影等 

 

 

※武田流門松設置式当日の取材は記念撮影終了後に森林整備課長 江俣がお受けします。 

取材のご案内 

令和７年１２月１５日 

山梨県森林環境部森林整備課 

課長 江俣 尚厚 

電話 055-223-1646 (内線 6150) 

＜武田流門松について＞ 

一般的な門松は、徳川家康が武田信玄に敗れた後に「武田」を「竹」に見立てた敵意の表れと

して、竹の先端部を斜めに切って飾った習慣が広まったといわれていますが、武田流門松は、竹

の先端部を平らに切ることや、竹（武田家）より松（松平家）を低く飾るなどの特徴があり、造

園業関係者などの間で制作方法が伝承されています。 

①竹の先端を平ら

②竹(武田)が松(松平)
より高い 

 

③わら縄が武田菱 

④胴巻きは七･五･三

【武田流門松の特徴】 


